How LiPo 李白 was Received in the LateTang 晩唐 Period -Formation of his Image as a Poet- by 渡部 れい子
（
一
）
は
じ
め
に
現
在
、
我
々
が
李
白
と
い
う
詩
人
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
時
、
ま
ず
思
い
か
ぶ
の
は
、
詩
仙
、
酒
仙
、
も
し
く
は
豪
放
磊
な
天
才
詩
人
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
む
ろ
ん
李
白
の
作
品
そ
れ
自
體
が
淵
源
と
な
っ
て
も
い
る
が
、
彼
の
人
生
に
つ
い
て
樣
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
幅
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『

書
』
、
『
新
書
』
を
繙
く
と
、
の
よ
う
な
七
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
	い
頃
に
孔
害
父
、
韓
準
、
裴
政
、
張
叔
明
、
陶
竊
等
と
徂
徠
山
に
隱
れ
、
「
竹
溪
六

」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
、
二
、
長
安
に
行
き
、
賀
知
章
に
「
天
上
謫
仙
人
也
」
と
賞
贊
さ
れ
、
玄
宗
よ
り
羹
を
賜
っ
た
こ
と
、
三
、
玄
宗
に
召
さ
れ
、
泥
醉
し
て
い
な
が
ら
「


詞
」
を
書
き
上
げ
、
高
力
士
に
靴
を
が
せ
た
こ
と
、
四
、
崔
宗
之
ら
と
の
「
酒
八
仙
」
の
行
樂
、
五
、
安
祿
山
の
反
亂
時
、
永
王
軍
へ
參
戰
し
、
夜
に
流
さ
れ
た
こ
と
、
六
、
郭
子
儀
の
盡
力
に
よ
っ
て
罪
を
赦
さ
れ
た
こ
と
、
七
、
宣
に
お
い
て
「
醉
死
」
し
た
こ
と
こ
の
よ
う
に
多
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
有
す
る
代
詩
人
は
稀
有
で
あ
る
。
年
の
李
白
價
史
の
究
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
來
や
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
の
考
證
、
な
ら
び
に
殷
『
河
岳

靈
集
』
等
の
人
の
手
に
な
る
詩
集
や
人
の
詩
文
に
見
え
る
李
白
の
詩
風
へ
の
語
に
つ
い
て
の
檢
討
は
、
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
（
１
）。
た
だ
し
、
時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
、
作
品
の
み
な
ら
ず
、
詩
人
李
白
に
對
す
る
價
の
變
に
つ
い
て
系
統
に
論
じ
た
先
行
論
文
は
、
管
見
の
限
り
で
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
本
稿
は
、

詩
文
を
中
心
に
李
白
な
ら
び
に
李
白
の
作
品
が
ど
の

に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
詩
人
像
形


を
中
心
に
渡
部
れ
い
子
よ
う
に
價
さ
れ
て
い
る
の
か
を
査
し
、
李
白
受
容
史
の
最
初
期
の
段
階
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
、
從
來
の
李
白
究
の
空
白
を
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
二
）
中
に
お
け
る
李
白
價

・
中
期
に
お
け
る
李
白
價
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
先
行
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
重
な
ポ
イ
ン
ト
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
李
白
の
生
よ
り
、
李
白
の
文
學
に
對
す
る
價
は
高
く
、
ま
た
、
「
酒
仙
」
「
謫
仙
人
（
２
）」
と
い
う
詩
人
像
も
確
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
李
白
詩
文
に
對
す
る
議
論
が
ん
に
な
る
の
は
中

（
３
）で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
そ
の
後
の
李
白
價
に
大
き
な
影
	を
與
え
る
こ
と
に
な
る
李
白
杜
甫
優
劣
論
に
つ
い
て
、

干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
中
で
は
、
韓
愈
を
中
心
と
し
て
「
李
杜
文
章
在
、
光
刎
萬
丈
長
。
不
知
群
兒
愚
、
用
故
謗
傷
」 （
韓
愈
「
張

（
４
）」
）、「
李
杜
才

、
高
下
非
可
。
文
與
一
氣
、
爲
物
莫
與
大
」 （
皇
甫
湜
「
題
浯
溪
石
」
、『

詩
』
卷
三
六
九
）
な
ど
、
李
白
、
杜
甫
を
對
等
に
賞
贊
し
た
作
品
が
多
い
。
こ
う
し
て
元
・
白
居
易
に
至
る
ま
で
、
二
人
を
比
較
し
て
優
劣
を
付
け
る
と
い
う
點
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
明
確
に
「
李
杜
優
劣
論
」
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
以
下
の
作
品
に
お
い
て
で
あ
る
。
○
元
「
故
工
部
員
外
杜
君
係
銘
」
時
人
謂
之
李
、
杜
…
…
至

鋪
陳
始
、
排
比
聲
韻
、
大
或
千
言
、

數
百
、
詞
氣
豪
邁
而
風

深
、
屬
對
律
切
而
脱
棄
凡
、
則
李
不
能
其
翰
、
況
堂
奧
乎
。
（『
元
集
』
卷
五
十
六
（
５
））
○
白
居
易
「
與
元
九
書
」
世
稱
李
、
杜
。
李
之
作
才
矣
、
奇
矣
、
人
不
矣
。
索
其
風
比
興
、
十
無
一
焉
。
杜
詩
最
多
、
可
傳
 千
余
首
、
至
于
貫
穿
今
古
格
律
、
盡
工
盡
善
、
又
!于
李
。
（『
白
居
易
箋
校
』
卷
四
十
五
（
６
））
こ
こ
で
"目
し
た
い
の
は
、
元
白
が
杜
甫
を
讃
え
る
際
、
李
白
を
比
較
の
對
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
李
白
を
基
準
に
据
え
た
上
で
、
韻
律
、
作
風
、
技
巧
、
ま
た
風
比
興
な
ど
に
お
い
て
、
杜
甫
は
李
白
を
凌
ぐ
も
の
と
し
て
價
さ
れ
る
。
裏
#せ
ば
、
す
で
に
高
い
價
が
固
ま
っ
て
い
る
李
白
を
相
對
$に
貶
め
る
こ
と
で
、
杜
甫
を
最
高
の
詩
人
と
し
て
價
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
７
）。
元
と
白
居
易
が
新
樂
府
%動
を
推
&し
て
い
く
上
で
、
最
も
價
し
た
の
が
杜
甫
で
あ
る
。
彼
ら
は
現
實
'會
を
批
(
$に
凝
)す
る
と
い
う
點
か
ら
杜
甫
詩
に
價
値
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
當
時
、
第
一
*詩
人
と
し
て
誰
し
も
が
+め
て
い
た
李
白
を
貶
め
る
こ
と
で
、
杜
甫
,
に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
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の
文
學
價
値
を
高
め
、
自
分
た
ち
が
杜
甫
の
文
學
の
中
に
見
出
し
た
文
學

張
を
、
效
果
に
世
に
喧
傳
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
白
の
李
杜
價
が
後
世
に
與
え
た
影
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
方
法
は
非
常
に
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
人
へ
の
價
に
關
す
る

料
が
李
杜
優
劣
論
が
こ
る
元
和
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
大
	、
貞
元
時
代
の
二
人
へ
の
價
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
白
を
抑
え
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
杜
甫
を
揚
げ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
論
法
自
體
が
、
李
白
の
高
い
價
を

提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
李
白
の
價
は
李
白
の
死
後
か
ら
元
和
に
か
け
て
、
相
當
に
高
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
元
白
の
唱
え
た
「
李
杜
優
劣
論
」
は
當
時
に
お
い
て
は
む
し
ろ
孤
立
し
た
張
で
あ
り
、
中
後
期
か
ら

に
至
る
ま
で
を
見
す
な
ら
、
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
兩
を
併
稱
し
て
對
等
に
見
る
價
が
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
８
）。
李
杜
の
に
敢
え
て
優
劣
を
設
け
、
杜
甫
を
李
白
よ
り
優
れ
る
と
し
た
元
、
白
居
易
の
發
言
は
、
少
な
く
と
も
當
時
、
多
數
を

す
る

で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
韓
愈
の
發
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
當
時
の
常
識
に
對
す
る
、
挑
戰
な
批
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
李
白
が
生

か
ら
ち
得
た
作
品
に
對
す
る
價
は
、
死
後
、
高
め
ら
れ
つ
つ
引
き
繼
が
れ
、
中
以
後
に
は
、
代
を
代
表
す
る
大
詩
人
と
し
て
の
地
位
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
特
に
、
中


期
に
、
李
白
が
す
で
に
最
も
優
れ
た
詩
人
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
中
後
期
の
元
、
白
居
易
の
抑
李
揚
杜
の
價
よ
り


に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
價
は

に
至
っ
て
も
變
す
る
こ
と
は
な
く
、
中
よ
り
始
ま
る
「
李
杜
」
と
い
う
竝
稱
の
中
で
、
李
白
は

に
至
る
ま
で
高
い
價
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
興
味
深
い
の
は
、
中
で
は
、
「
李
杜
優
劣
論
」
や
、
李
白
の
文
學
功
績
が
ん
に
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
李
白
の
人
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
關
す
る
記
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
詩
人
李
白
像
に
つ
い
て
、
「
謫
仙
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
三
）

に
お
け
る
李
白
價

詩
歌
を
見
て
氣
づ
く
の
は
、
中
が
好
ん
で
李
杜
を
對
比
す
る
の
と
な
り
、
李
白
が
單
獨
で
詩
歌
に
表
れ
て
い
る
作
品
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
、
李
白
と
い
う
詩
人
そ
の
も
の
が
價
對
象
と
な
り
始
め
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
１
）
超
俗
李
白
像
に
つ
い
て

後
期
か
ら
、
李
白
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
ま
え
た
、
超
俗
李
白
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
80
像
が
詩
の
題
材
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
吾
愛
李
太
白
、
身
是
酒
星
魄
。
口
吐
天
上
文
、
跡
作
人
客
。

千
丈
林
、
澄
徹
萬
碧
。
醉
中
樂
府
、
十
幅
筆
一
息
。
召
見
承
明
盧
、
天
子
親
賜
。
醉
曾
吐
御
床
、
傲
幾
觸
天
澤
。
權
臣
曲
才
、
心
如
斗
黷
窄
。
失
恩
出
坪
	、

岳
甘
自
…
…
竟
腐
脇
疾
、
醉
魄
歸
八
極
。
大
不
可
籠
、
大
椿
不
可
植
。
（
皮
日
休
「
七
愛
詩
・
李
翰
林
」、『
皮
子
文
藪
』
卷
十
）
こ
の
詩
に
は
、
李
白
に
ま
つ
わ
る
樣
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
集

に
語
ら
れ
て
い
る
。
「
天
上
文
」
と
い
う
詩
風
の
超
俗
性
、
市
中
で
酒
を
飮
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
玄
宗
に
召
さ
れ
、
醉
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
宮
中
行
樂
詞
十
首
」
を
一
息
で
書
き
上
げ
た
、
と
い
う
天
才
な
詩
の
才
能
、
玄
宗
手
ず
か
ら
事
を
賜
っ
た
時
、
醉
っ
て
「
御
床
」
に
吐
く
と
い
う
傲
岸
さ
、
そ
し
て
、
「
臣
」
の
嫉
妬
に
よ
っ
て
長
安
を
放
さ
れ
る
と
い
う
轉
。
こ
れ
ら
の
て
が
、「
酒
星
」「
醉
魂
歸
八
極
」
と
い
う
語
を
介
し
て
、
仙
人
李
白
の
イ
メ
ー
ジ
を

し
て
い
る
。
特
に
、
玄
宗
自
ら
が
羹
を
賜
る
と
い
う
榮
光
の
頂
と
、
高
力
士
の
讒
言
に
よ
っ
て
長
安
を
放
さ
れ
る
と
い
う
轉
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
身
謫
蓬
棲
金
外
、
寶
裝
方
丈
玉
堂
。
虎
靴
醉
索
將
軍
用
、
鴻
筆
悲
無
令
子
傳
」
（
殷
文
圭
「
經
李
翰
林
」
、
『

詩
』
卷
七
〇
七
）、
「
玄
宗
之
七
寶
床
、
虎
殿
龍
樓
無
不
可
。
一
力
士
用
靴
後
、
玉
上
蠅
生
一
箇
」
（
貫
休
「
古
意
九
首
」
其
八
、『

詩
』
卷
八
二
六
）
な
ど
、

詩
歌
に
お
い
て
特
に
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
夜
歸
未
老
、
醉
死
此
江
邊
」
（
項
斯
「
經
李
白
」
、
『

詩
』
卷
五
五
四
）
と
し
て
、
年
の
夜

放
と
い
う
李
白
の
人
生
第
二
の
轉
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
 靴
事
件
、
す
な
わ
ち
醉
っ
て
高
力
士
に
靴
を
 が
せ
た
こ
と
が
災
い
し
、
長
安
よ
り
放
さ
れ
る
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
實
は
初
期
の
!料
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
李
白
の
傳
記
!料
に
お
い
て
高
力
士
が
初
め
て
言
"さ
れ
る
の
は
、
元
和
十
二
年
（
八
一
七
年
）
に
書
か
れ
た
范
傳
正
「
左
拾
#翰
林
學
士
李
公
新

$」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
「
仍
命
高
將
軍
扶
以
登
船
、
優
寵
是
如
。
%而
上
疏
&舊
山
、
玄
宗
甚
愛
其
才
、
或
慮
乘
醉
出
入
省
中
、
不
能
言
'室
樹
、
(衿
後
患
、
惜
而
)之
」
と
、
玄
宗
が
高
力
士
に
命
じ
て
醉
っ
た
李
白
を
船
に
乘
せ
さ
せ
た
こ
と
が
*べ
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
山
へ
歸
る
こ
と
は
李
白
自
身
の
自
發
希
+で
あ
り
、
李
白
の
,放
な
振
る
-い
も
一
因
と
な
っ
て
、
仕
方
な
く
玄
宗
は
李
白
を

.
か
ら
出
し
た
と
*べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
李
白
が
長
安
の
宮
.を
放
さ
れ
た
こ
と
と
高
力
士
と
の
因
果
關
係
は


に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
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く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「
一
力
士
靴
後
、
玉
上
蠅
生
一
箇
」
（
貫
休
「
古
意
九
首
」
其
八
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
末
期
、
長
慶
年
に
纂
さ
れ
た
李
『
國
史
補
』
の
「
李
白
靴
事
」
に
「
李
白
在
翰
林
多
沈
飮
、
玄
宗
令
撰
樂
辭
、
醉
不
可
待
、
以
水
沃
之
、
白
稍
能
動
索
筆
一
揮
十
數
章
文
不
加
點
、
後
對
御
引
足
令
高
力
士
用
	、
上
命
小
閹
排
出
之
」
と
し
て
初
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
舊
書
』
を
始
め
と
し
て
、『
漲
言
』『
本
事
詩
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
靴
事
件
は
中
末
期
に
よ
う
や
く
現
れ
、


に
入
っ
て
か
ら
ん
に
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
李
白
の
詩
人
像
を

す
る
最
も
重
な
素
の
一
つ
が
「
謫
仙
人
」
で
あ
る
。
天
上
界
か
ら
放
さ
れ
た
「
謫
仙
人
」
が
、
人
界
に
お
い
て
も
長
安
か
ら
の
放
（
９
）、
夜
へ
の
流
罪
と
、
放
と
轉
を
繰
り
す
。
こ
の
轉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
李
白
と
い
う
詩
人
の
超
俗
な
イ
メ
ー
ジ
を
め
、「
謫
仙
人
」「
酒
仙
」
と
い
う
詩
人
像
が
は
っ
き
り
と
形
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
超
俗
性
か
ら
、
「
我
愛
李
峨
嵋
、


不
見
。
忽
聞
上
騎
鶴
人
、
雲
白
正
陪
王
母
宴
。
須
臾
不
醉
下
碧
、
辧
頭
浪
鞭
赤
魚
」
（
張
跫
「
李
白
」
、
『

詩
補
』
卷
十
一
）
と
、
死
後
昇
天
し
て
仙
人
と
な
っ
た
李
白
を

く
作
品
や
、
「
仙
筆
」
（
貫
休
「
古
意
九
首
」
其
八
）
と
い
っ
た
李
白
の
超
俗
詩
風
（
）も
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
）。
（
２
）
懷
才
不
の
詩
人
と
し
て
の
李
白


で
は
、
こ
の
よ
う
な
超
俗
李
白
像
と
共
に
、
後
世
の
李
白
像
と
は
く
な
る
、
李
白
の
不
 な
側
面
に
!目
し
た
作
品
が
現
れ
る
。
ａ
氣
"何
人
識
、
、
、
、
、
、
才
高
舉
世
疑
、
、
、
、
、
。
禰
生
狂
善
賦
、
陶
令
醉
能
詩
。
碧
水
鱸
魚
思
、
山
#鳥
悲
。
至
今
孤
$在
、
荊
棘
楚
江
籔
。
（
許
渾
「
%經
李
翰
林
&」、『

詩
』
卷
五
二
九
）
ｂ
李
杜
復
李
杜
、
、
、
、
、
、
彼
時
逢
此
時
、
、
、
、
、
。
干
戈
'
(里
、
流
向
天
涯
。
槙
)
*於
酒
、
+生
斷
在
詩
。
懷
才
不
得
志
、
、
、
、
、
、
祗
,滿
頭
絲
、
、
、
、
、
。
（
杜
荀
鶴
「
江
南
逢
李
先
輩
」、『

詩
』
卷
六
九
一
）
ｃ
夜
歸
未
老
、
、
、
、
、
、
醉
死
此
江
邊
、
、
、
、
、
。
-闕
官
家
禮
、
詩
殘
樂
府
篇
。
.魂
應
到
蜀
、
小
碣
豈
旌
賢
。
身
沒
/何
罪
、

0野
火
燃
。
（
項
斯
「
經
李
白
&」、『

詩
』
卷
五
五
四
（
1））
こ
れ
ら
の
詩
で
は
、
世
に
才
能
が
2め
ら
れ
ず
、
ま
た
時
代
に
惠
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
に
懷
才
不
 に
3わ
っ
た
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
、
ま
た
ｂ
・
ｃ
で
は
、
李
白
の
人
生
に
お
け
る
二
度
目
の
轉
と
言
え
る
夜
へ
の
流
罪
に
も
言
4さ
れ
て
い
る
。
ａ
の
許
渾
「
%經
李
翰
林
&」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
82
は
許
渾
が
四
十
に
し
て
よ
う
や
く
科
に
第
し
た
直
後
の
作
品
で
あ
り
、
才
能
を
め
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
自
己
を
李
白
に
比
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ｂ
の
杜
旬
鶴
「
江
南
逢
李
先
輩
」
は
、
杜
荀
鶴
が
科
に
第
し
た
直
後
の
作
品
で
あ
り
、
李
白
と
杜
甫
を
、
自
己
と
「
李
先
輩
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
許
渾
・
杜
旬
鶴
は
、
自
分
と
同
じ
境
で
あ
っ
た
懷
才
不
な
詩
人
と
し
て
李
白
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

	に
お
け
る
李
白
像
は
、
皮
日
休
「
七
愛
詩
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
超
俗

な
側
面
の
み
な
ら
ず
、
「
不
＝
會

名
聲
・
高
い
官
位
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
」
を
か
こ
つ
生
身
の
人
と
し
て
の
側
面
に
も
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
）。
さ
ら
に
、

	で
は
李
白
の

に
目
し
た
作
品
が
現
れ
る
。
ｄ
下
垂
楊
拂
路
塵
、
雙
峰
石
上
苔
文
。
濃
霜
滿
徑
無
紅
、
絡
日
高
枝
有
白
雲
。
春
砌
飄
旋
、
溪
子
鶴
先
聞
。
堪
寂
寞
悲
風

、
、
、
、
、
、
、
、
千
樹
深
藏
李
白

、
、
、
、
、
、
、
。
（
鄭
谷
「
松
」、『

	詩
』
卷
六
七
七
）
鄭
谷
「
松
」
で
は
、
尾
聯
に
お
い
て
李
白
の
の
寂
莫
た
る
樣
子
が
か
れ
て
い
る
。
李
白
の
を
詠
じ
た
作
品
は
、
鄭
谷
「
松
」
を
含
め
て
八
首
み
ら
れ
る
（
）。
後
で
ふ
れ
る
白
居
易
「
李
白
」
を
除
け
ば
、
李
白
の
に
目
し
た
作
品
は

	後
期
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
李
白
の
が
目
さ
れ
始
め
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。こ
こ
で

	詩
人
が

に
目
し
た
意
味
を
考
え
た
い
。
人
生
の
焉
を
最
も
端

に
象
し
て
い
る
の
が

で
あ
る
。
特
定
の
人
物
の

を
詠
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
物
の
、
生
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
 
!に
關
心
を
"く
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
李
白
の
が
詠
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
謫
仙
人
と
し
て
の
超
俗


側
面
で
は
な
く
、
生
身
の
人
と
し
て
の
李
白
が
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
俗

な
李
白
を
く
淵
源
と
も
な
る
作
品
を
、
中
	詩
文
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
の
作
品
で
は
、
李
白
が
才
能
に
ふ
さ
わ
し
い
官
職
を
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
點
に
目
し
て
い
る
。
ｅ
有
之
代
宗
登
極
、
廣
淹
#瘁
、
時
君
亦
拜
拾
$、
聞
命
之
後
、
君
亦
%矣
、
嗚
呼
、
與
其
才
不
與
其
命
、
悲
夫
。
（
劉
白
「
	故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」、『
李
太
白
集
』
卷
三
十
一
）
ｆ
其
&也
、
當
塗
之
'人
、
代
宗
之
初
、
搜
羅
俊
(、
拜
公
左
拾
$、
制
下
於
柚
庭
、
禮
)於
玄
壤
、
生
不
祿
、
沒
而
稱
官
、

	に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
渡
部
）
83
嗚
呼
命
與
。
（
范
傳
正
「
左
拾
翰
林
學
士
李
公
新

」
、
『
李
太
白
集
』
卷
三
十
一
）
ｅ
、
ｆ
で
は
、
李
白
が
代
宗
よ
り
よ
う
や
く
め
ら
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
こ
の
世
を
去
っ
た
後
で
あ
っ
た
、
と
い
う
不
幸
が
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
	は
李
白
と
同
時
代
の
李
陽
冰
、
魏
顥
の
序
文
に
は
見
ら
れ
ず
、
又
『
舊
書
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
事
實
か
ど
う
か
確
定
で
き
な
い
（

）。
し
か
し
、
李
白
の
天
才
詩
才
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
官
職
を
も
っ
て
報
わ
れ
る
こ
と
は
生
涯
な
か
っ
た
と
す
る
、
世
俗
な
點
か
ら
の
悲
劇
が
記
さ
れ
て
い
る
點
が
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
點
か
ら
李
白
を
と
ら
え
た
作
品
と
し
て
、
白
居
易
「
李
白
」
も
げ
ら
れ
る
。
ｇ
采
石
江
邊
李
白
、
遶
田
無
限

雲
。
可
憐
壟
窮
泉
骨
、
曾
有
天
動
地
文
。
但
是
詩
人
多
命
、
就
中
淪
不
君
。
（
白
居
易
「
李
白
」、『
白
居
易
箋
校
』
卷
一
七
）
李
白
の
を
詠
じ
た
と
は
い
え
、
「
命
」
な
詩
人
の
中
で
も
最
も
零
し
た
詩
人
と
し
て
李
白
を
詠
じ
て
い
る
（
）。
白
居
易
が
杭
州
司
馬
の
頃
の
作
品
で
あ
り
、
自
己
と
同
樣
の
不
な
存
在
と
し
て
、
李
白
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

後
期
の
李
白
を
詠
じ
た
詩
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
の
點
で
あ
る
。
天
才
詩
才
を
持
ち
な
が
ら
、
高
位
高
官
と
は
無
だ
っ
た
と
い
う
現
實
側
面
。
金
星
の
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
享
け
、
天
上
か
ら
地
上
に
墮
と
さ
れ
て
謫
仙
人
と
稱
さ
れ
た
、
そ
の
超
俗
側
面
。
さ
ら
に
は
酒
を
愛
し
、
深
山
の
生
活
を
愛
し
た
、
そ
の
飄
の
側
面
。
こ
れ
ら
が
、
李
白
の
中
に
は
混
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が

に
至
っ
て
、
李
白
の
中
の
現
實
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
い
、
そ
の
會
轉
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
長
安
 放
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
李
白
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
重
!な
!素
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
酒
」
で
あ
る
。
李
白
は
酒
に
よ
っ
て
名
を
げ
た
が
、
ま
た
酒
に
よ
っ
て
轉
し
た
。
李
白
は
泥
醉
の
あ
げ
く
に
、
高
力
士
に
靴
を
"が
せ
で
そ
の
怒
り
を
買
い
、
ま
た
玄
宗
の
床
で
嘔
吐
す
る
と
い
っ
た
失
態
を
演
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
酒
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ま
こ
と
し
や
か
に
創
作
さ
れ
、
榮
#か
ら
轉
し
た
詩
人
と
し
て
、
李
白
は

期
の
詩
人
に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
轉
劇
」
に
$か
れ
て
、
天
か
ら
 放
さ
れ
た
謫
仙
人
と
し
て
の
李
白
の
イ
メ
ー
ジ
が
%
幅
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
非
現
實
の
物
語
で
あ
る
「
李
白
の
仙
人
&」
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
李
白
の
現
實
に
關
心
を
持
っ
た

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
84
期
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
李
白
の
「
人

」
が
促
さ
れ
る
が
、
し
か
し
却
っ
て
そ
の
背
後
に
お
い
て
、
李
白
の
「
仙
人
」
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

期
の
詩
人
た
ち
の
關
心
は
、
李
白
と
い
う
詩
人
に
あ
り
、
彼
の
生
き
方
に
あ
っ
た
。
李
白
の
「
詩
」
で
は
な
く
、
李
白
と
い
う
「
詩
人
」
を
味
わ
お
う
と
し
た
。

期
の
詩
人
た
ち
は
李
白
の
人
生
を
よ
り
味
わ
い
深
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
樣
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
貼
り
合
わ
せ
て
李
白
の
人
生
を
潤
色
す
る
こ
と
に
も
躊
躇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
代
に
完
さ
れ
た
謫
仙
人
と
し
て
の
李
白
像
が
、
後
世
へ
と
繼
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
時
代
こ
そ
、
李
白
像
が
形
さ
れ
る
決
定
な
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
四
）

詩
壇
を
擔
っ
た
詩
人
た
ち
で
は
何
故
、

に
至
っ
て
こ
の
よ
う
な
李
白
像
の
形
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

詩
歌
に
見
ら
れ
る
詩
人
は
李
白
の
み
で
は
な
い
。

の
後
	
に
至
る
と
樣
々
な
詩
人
が
詩
文
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
も

出
す
る
の
が
、
杜
甫
、
賈
島
、
孟
然
で
あ
る
（
）。
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち
に
共
す
る
の
は
、
文
學
價
の
高
さ
に
比
べ
、
世
俗
榮
が
比
例
し
な
か
っ
た
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
詩
人
と
し
て
も
官
僚
と
し
て
も
世
に
め
ら
れ
た
王
維
や
張
九
齡
、
白
居
易
と
大
き
く
な
る
。
そ
の
影
を
受
け
て
か
、
王
維
、
張
九
齡
、
白
居
易
は
詩
歌
に
ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
代
宗
に
よ
っ
て
「
天
下
文
宗
」
と
贊
さ
れ
、
錢
ら
大
十
才
子
か
ら
高
い
價
を
受
け
た
王
維
は
、
わ
ず
か
七
首
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
皎
然
「
觀
王
右
丞
維
滄
洲
圖
歌
」
な
ど
、
繪
畫
に
關
係
し
て
い
る
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
）。
ま
た
、
張
爲
『
詩
人
客
圖
（
）』
に
お
い
て
最
高
位
を
占
め
た
白
居
易
も
五
首
に
し
か
見
ら
れ
な
い
（
）。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
取
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
小
官
で
あ
っ
た


詩
人
た
ち
は
、
自
ら
と
同
じ
よ
う
に
懷
才
不
で
あ
っ
た
去
の
大
な
詩
人
に
自
己
を
投
影
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
代
詩
人
を
詠
じ
た
作
品
を
覽
し
て
い
く
と
、
許
渾
、
張
跫
、
杜
荀
鶴
、
鄭
谷
、
殷
文
圭
、
曹
松
、
釋
齊
己
、
釋
貫
休
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
出
世
榮
と
は

い
小
官
で
一
生
を
え
た
か
、
隱
遁
の
 を
!ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
詩
人
で
あ
る
（
"）。
自
ら
と
同
じ
時
代
に
お
け
る
大
な
詩
人
の
中
か
ら
、
特
に
「
懷
才
不
」
に
わ
っ
た
詩
人
を
!び
出
し
、
詩
作
を
じ
て
、
自
己
の
不
感
、
挫
折
感
を
昇
#さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

で
、

詩
人
た
ち
に
詠
じ
ら
れ
た
代
詩
人
の
人
生
は
、
詩
に
詠
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
く
脚
色
さ
れ
、『
本
事
詩
』
や
『
雲
仙
雜
記
』
、
『
漲
言
』
な
ど
に
收
$さ
れ

に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
渡
部
）
85
て
い
る
よ
う
な
樣
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
傳
播
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
（
）。
こ
こ
で
重
な
の
は
、

詩
人
た
ち
は
、
詩
人
の
作
品
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
人
生
に
關
心
を
い
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
特
に
、
文
學
才
能
と
世
俗
に
お
け
る
價
に
差
	の
あ
る
詩
人
を


び
、
彼
ら
の
人
生
に
お
け
る
轉
や
貧
窮
、
超
俗
性
を
題
材
と
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
李
白
の
場
合
と
同
樣
、
孟
然
、
杜
甫
、
賈
島
の

を
詠
じ
た
作
品
が
散
見
さ
れ
る
。
彼
ら
の
を
詠
ず
る
の
は
、
不
な
ま
ま
に
世
を
去
っ
た
彼
ら
の
人
生
に
對
す
る
關
心
の
深
さ
を
表
明
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

後
期
に
李
白
の
人
生
に
お
け
る
轉
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
謫
仙
人
に
象
さ
れ
る
超
俗
な
詩
人
像
が
形
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な

詩
人
た
ち
の
志
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
で
は
、
あ
る
べ
き
詩
歌
の
に
つ
い
て
、
活
發
に
文
學
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

に
な
る
と
、

期
に
あ
た
る
杜
牧
や
李
隱
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
な
お
文
學
論
の
名
殘
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
後
に
至
る
と
、
文
學
論
は
影
を
ひ
そ
め
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
詩
人
の
人
生
に
大
き
な
關
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
李
杜
優
劣
論
爭
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
は
、
從
來
の
文
學

の
打
破
を
目
指
し
、
新
し
い
文
學
を
こ
う
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
流
の
中
で
、
範
と
な
る
作
品
が

定
の
肝
と
な
り
、
ま
た
、『
詩
經
』、『
楚
辭
』、
魏
晉
南
北
か
ら
中
に
至
る
ま
で
、
各
時
代
の
文
學
に
對
す
る
價
も
議
論
の
對
象
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
は
、
李
白
や
杜
甫
を
取
り
上
げ
る
時
に
も
、
當
然
、
彼
ら
の
文
學
そ
の
も
の
が
議
論
の
對
象
に
な
っ
て
く
る
。
一
方
、

詩
壇
を
擔
っ
た
の
は
、
高
位
高
官
と
は

い
詩
人
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
が
生
き
た
の
は
王
末
期
と
い
う
衰
の
時
代
で
あ
る
。

の
詩
人
た
ち
は
、
も
は
や
新
し
い
文
學
を
開
拓
す
る
氣
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
自
ら
と
同
じ
よ
う
に
懷
才
不
で
あ
っ
た
去
の
 大
な
詩
人
を
探
し
て
、
そ
こ
に
自
己
を
投
影
す
る
よ
り
他
に
!は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
李
白
に
對
す
る
關
心
、
ま
た
李
白
價
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
と
無
"で
は
な
か
っ
た
。

詩
人
は
、
孟
然
や
杜
甫
、
賈
島
か
ら
不
な
人
生
に
#目
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
李
白
に
つ
い
て
も
、
そ
の
人
生
の
不
に
#目
し
た
。
た
だ
唯
一
、
李
白
が
他
の
詩
人
と
	
な
っ
た
の
は
、
不
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
超
俗
と
い
う
價
値
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
李
白
は
、
そ
の
超
俗
性
の
た
め
に
轉
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
俗
世
が
、
あ
ま
り
に
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
天
才
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

詩
人
た
ち
は
李
白
の
こ
の
よ
う
な
超
俗
性
に
#目
し
、
李
白
を
仙
人
$し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
%

に
は
李
白
と
同
等
の
才
能
を
持
つ
自
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
86
分
た
ち
を
決
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
世
に
對
す
る
、
や
る
か
た
な
い
不
滿
の
表
明
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
李
白
は
中
か
ら

に
至
る
ま
で
、
大
詩
人
と
し
て
の
名
聲
を
保
ち
續
け
た
詩
人
で
あ
る
。
各
時
代
の
詩
人
た
ち
は
李
白
へ
の
關
心
を
失
う
こ
と
な
く
論
じ
、
詠
じ
續
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
中
に
お
い
て
は
、
李
杜
優
劣
論
を
一
つ
の
軸
に
、
李
白
の
文
學
論
が
深
め
ら
れ
、

で
は
、「
謫
仙
人
」
と
し
て
の
超
俗
な
李
白
像
が
形
さ
れ
た
。
こ
の
一
方
で
、
中
か
ら

に
か
け
て
、
不
な
詩
人
と
し
て
の
李
白
像
も
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、

に
お
い
て
「
現
實
の
轉
	」
に

し
む
李
白
像
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
超
俗
な
李
白
像
が
索
さ
れ
、
そ
の

で
李
白
の
不
性
は
第
に
淘
汰
さ
れ
、
謫
仙
人
と
し
て
の
高
踏
で
闊
な
李
白
が
今
日
に
至
る
ま
で
繼
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
五
）
結
語
以
上
、
代
に
お
け
る
李
白
價
を
考
察
し
て
き
た
。
李
白
死
後
か
ら
中
に
か
け
て
、
李
白
の
文
學
位
置
が
確
定
し
、

に
お
い
て
は
、
李
白
の
詩
人
像
が
に
形
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
、

に
お
い
て
、
詩
人
を
價
す
る
基
準
が
く
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
新
樂
府
動
の
よ
う
な
、
新
し
い
文
學
を
こ
う
と
い
う

取
の
氣
風
の
あ
っ
た
中
か
ら

に
な
る
と
、
詩
人
た
ち
を
取
り
卷
く
會
境
は
一
變
す
る
。
不
毛
な
政
爭
や
、
外
敵
の
攻
の
中
で
、
王
が

	に
向
か
う
中
、
人
個
人
の
生
き
方
が
、
詩
人
の
關
心
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

の
詩
人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
關
心
の
中
で
、
李
白
の
價
も
大
き
く
展
開
す
る
。
彼
ら
は
念
な
文
學
論
を
去
っ
て
、
李
白
の
詩
人
と
し
て
の
生
き
方
に
目
し
た
。
そ
の

で
、
世
俗
榮
か
ら
排
除
さ
れ
轉
	し
た
不
の
詩
人
と
し
て
の
李
白
像
が
形
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
な
こ
と
は
、
こ
の
「
世
俗
か
ら
の
轉
	」
が
「
天
上
仙
界
か
ら
の
轉
	」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
こ
こ
に
一
に
「
謫
仙
人
」
「
超
俗
天
才
」
と
い
う
詩
人
像
が
結
晶
し
た
こ
と
で
あ
る
。

期
こ
そ
、
ま
こ
と
に
李
白
價
に
決
定
な
意
味
を
持
つ
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
楊
文
雄
『
李
白
詩
歌
接
受
史
』
（
臺
北
五
南
圖
書
出
版
公
司
出
版
二
〇
〇
〇
年
）
、
楊
栩
生
「
五
代
時
人
論
李
白

」
（
『
中
國
李
白
 究
』
一
九
九
四
年
集
馬
鞍
山
李
白
 究
!出
版
）
、
胡
可
先
「
人
"
詩
與
李
白
詩
」（『
中
國
李
白
 究
』
二
〇
〇
〇
年
集
）、
胡

に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
渡
部
）
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振
龍
「
五
代
人
對
李
白
詩
歌
傳
播
與
接
受
」（『
雲
學
刊
』
第
二
四
卷
四
期
二
〇
〇
三
年
）、
劉
「
人
對
李
白
詩
歌
風
格
體
」
（
『
荊
州
師
範
學
院
學
報
』
第
二
四
卷
四
期
二
〇
〇
三
年
）
、
朱
易
安
「
李
白
接
受
史
文
本
讀
和
替
代
讀
」
（
『
中
國
李
白
究
』
二
〇
〇
五
年
集
馬
鞍
山
李
白
究
	出
版
）
な
ど
が
あ
る
。
（
２
）
松
浦
友
久
『
李
白
傳
記
論
』
第
五
章
「
李
白
に
お
け
る
長
安
體
驗
（
上
）
―
二
回
上
京

に
對
す
る
問
題
」
、
第
六
章
「
李
白
に
お
け
る
長
安
體
驗
（
下
）―
「
謫
仙
人
」
の
呼
稱
を
中
心
に
」（
文
出
版

一
九
九
四
年
）
で
は
、
李
白
が
、
當
時
、

を
じ
て
玄
宗
の
寵
愛
を
得
て
い
た
賀
知
章
か
ら
「
謫
仙
人
」
と
い
う
價
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
玄
宗
よ
り
翰
林
院
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
、
「
謫
仙
人
」
と
い
う
呼
稱
が
與
え
た
李
白
の
そ
の
後
の
言
動
へ
の
影
、
ま
た
「
謫
仙
人
」
が
後
世
の
「
酒
仙
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
李
白
に
お
け
る
「
謫
仙
人
」
と
い
う
呼
稱
の
意
味
に
つ
い
て
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
當
時
の
李
白
詩
歌
の
傳
播
に
つ
い
て
、
「
文
集
又
無
定
卷
、
家
家
有
之
」（
劉
白
「
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」）、「
早
于
人
得
公
篇
句
」（
范
傳
正
「
左
拾
翰
林
學
士
李
公
新

」）
な
ど
が
あ
る
。
劉
白
の
碣
記
は
貞
元
六
年
（
七
九
〇
年
）
、
范
傳
正
の

は
元
和
十
二
年
（
八
一
七
年
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

か
ら
中
に
か
け
て
、
李
白
の
詩
文
が
廣
く
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
（
４
）
韓
愈
が
李
杜
を
論
じ
た
作
品
と
し
て
、
以
下
が
げ
ら
れ
る
。
（
卷
數
は
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』
（
錢
仲
聯
集
釋
上
古
出
版

一
九
八
四
年
）
參
照
。）
昔
年
因
讀
李
白
杜
甫
詩
、
長
恨
二
人
不
相
從
。
吾
與
東
野
生
竝
世
、
如
何
復
躡
二
子
蹤
。
（「
醉
留
東
野
」、
卷
一
）
爲
此
徑
須
沽
酒
飮
、
自
外
天
地
棄
不
疑
。
憐
李
杜
無
檢
束
、
爛
漫
長
醉
多
文
辭
。
（「
感
春
四
首
」
其
一
、
卷
四
）
國

文
章
、
子
昂
始
高
蹈
。
勃
興
得
李
杜
、
萬
困
陵
暴
。
（「
士
」、
卷
五
）
馳
坑
跨
谷
 未
!、
爲
利
而
止
眞
貪
廻
。
高
揖
群
公
謝
名
譽
、
"
#
甫
白
感
至
$。（
韓
愈
「
酬
司
門
盧
四
兄
雲
夫
院
長
%秋
作
」、
卷
七
）
張
生
手
持
石
鼓
文
、
勸
我
試
作
石
鼓
歌
。
少
陵
無
人
謫
仙
死
、
才
&
將
奈
石
鼓
何
。
（「
石
鼓
歌
」、
卷
七
）
之
有
天
下
、
陳
子
昂
、
蘇
源
明
、
元
結
、
李
白
、
杜
甫
、
李
'、
皆
以
其
	能
鳴
。（「
(孟
東
野
序
」、『
韓
昌
黎
文
集
校
)』
卷
四
、
馬
伯
校
)
中
*書
局
香
+分
局
一
九
八
四
年
）
元
,「
唐
故
工
部
員
外
郎
杜
君
係
銘
」
が
元
和
八
年
（
八
一
三
年
）、
「
敍
詩
寄
樂
天
」
が
元
和
十
年
（
八
一
五
年
）、
ま
た
白
居
易
「
與
元
九
書
」
が
元
和
十
年
の
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
げ
た
韓
愈
の
作
品
は
、
「
-張
」（
卷
九
、
元
和
十
一
年
の
作
）
以
外
は
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
年
）
か
ら
元
和
六
年
（
八
一
一
年
）
ま
で
の
作
品
で
あ
る
。
韓
愈
の
詩
友
で
あ
っ
た
孟
郊
、
弟
子
で
あ
っ
た
皇
甫
湜
に
も
同
樣
の
作
品
が
見
ら
れ
、
當
時
、
韓
愈
を
中
心
と
し
て
、
兩
.を
併
稱
す
る
「
李
杜
」
と
い
う
價
が
定
/し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
繋
年
は
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』
參
照
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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（
５
）
『
元
集
』
冀
點
校
中
書
局
一
九
八
二
年
。
（
６
）
『
白
居
易
箋
校
』
朱
金
箋
校
一
九
八
八
年
。
（
７
）
こ
の
二
作
品
と
制
作
時
期
を
に
す
る
作
品
に
お
い
て
、
「
李
杜
詩
篇
敵
、
蘇
張
筆
力
堡
」
（
元
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
、
『
元
集
』
卷
十
）、「
年
逋
客
恨
、
世
謫
仙
悲
。
吟
詠
留
千
古
、
聲
名
動
四
夷
」
（
白
居
易
「
讀
李
杜
詩
集
因
題
卷
後
」
、
『
白
居
易
箋
校
』
卷
十
五
）
、
「
	歎
陳
夫
子
，常
嗟
李
謫
仙
。
名
高
折
人

，
思
減
天
年
。
不
得
當
時
，
空
令
後
代
憐
」
（
「
江
樓
夜
吟
元
九
律
詩
三
十
韻
」
、
卷
十
七
）
な
ど
、
元
・
白
居
易
と
も
に
李
白
を
杜
甫
と
同
じ
よ
う
に
優
れ
た
詩
人
と
し
て
賞
贊
し
て
い
る
作
品
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
が
、
風
な
ど
の
點
か
ら
意
圖
に
杜
甫
優
位
の
李
杜
優
劣
論
を
提
唱
す
る
「
特
別
な
場
合
」
を
除
け
ば
、
李
白
を
相
當
に
高
く
價
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
８
）

で
も
、
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
兩
を
對
等
に
見
る
「
李
杜
」
と
い
う
稱
が
定
し
て
い
る
。
李
杜
操
持
事
略
齊
、
三
才
萬
象
共
端
倪
。
（
李
隱
「
漫
五
章
」
其
の
二
）
命
代
風
騷
將
、
誰
登
李
杜
壇
。
少
陵
鯨
動
、
翰
鶴
天
。
（
杜
牧
「

訪
趙
愿
街
西
居
三
韻
」）
大

有
李
杜
、
後
有
元
白
、
信
滄
溟
無
際
、
華
岳
於
天
然
。
（
 滔
「
答
陳
隱
論
詩
書
」）
國
初
上
好
文
章
!風
、
特
"沈
宋
始
興
之
後
、
#出
於
江
$、
宏
思
於
李
杜
極
矣
、
右
丞
蘇
州
趣
味
澄
夐
、

%
&之
貫
逵
、
大
'十
數
公
抑
、
又
其
(元
白
力
勍
而
氣
孱
乃
)市
豪
估
耳
。
（
司
空
圖
「
與
王
賀
詩
書
」）
公
爲
古
風
最
善
。
自
李
、
杜
之
後
、
風
!
*喪
、
繼
其
美
、
唯
公
一
人
。
故
白
太
傅
讀
公
集
曰
、
張
公
何
爲
、
業
文
三
十
春
。
尤
工
樂
府
詞
、
章
代
少
其
倫
。
（
張
+「
張
司
業
詩
集
序
」）
（
９
）
,二

-書
、
第
六
章
（
二
三
三
頁
）
に
、
李
白
が
長
安
を
.放
さ
れ
た
原
因
と
し
て
、
李
白
の
「
謫
仙
人
」
足
る
こ
と
を
自
/し
た
上
で
の
放
縱
な
言
動
が
、
0會
組
織
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
10）
李
白
の
詩
風
を
表
す
作
品
と
し
て
、
齊
己
「
讀
李
白
集
」
に
「
竭
雲
濤
、
刳
1鼇
。
搜
括
2
3空
牢
牢
、
冥
心
入


4怖
。
驪
龍
不
敢
爲
珠
5、
人
6物
象
不
供
取
。
7飮
8
4向
懸
圃
、
鏘
金
鏗
玉
千
餘
篇
。
膾
楊
炙
嚼
人
口
傳
、
須
知
一
一
丈
夫
氣
、
不
是
綺
羅
兒
女
言
」（『
9

詩
』
卷
八
四
七
）
と
あ
る
。
（
11）
李
白
の
超
俗
性
を
表
す
作
品
と
し
て
、
以
下
が
:げ
ら
れ
る
。
卷
數
は
『
9
詩
』
に
よ
る
。
何
事
文
星
與
酒
星
、
一
時
鍾
在
李
先
生
。
高
吟
大
醉
三
千
首
、
留
;
人
6
<
=明
。
（
鄭
谷
「
讀
李
白
集
」、
卷
六
七
五
）
常
思
李
太
白
、
仙
筆
驅
2
3。
玄
宗
>之
七
寶
床
、
虎
殿
龍
樓
無
不
可
。
一
?力
士
用
靴
後
、
玉
上
@蠅
生
一
箇
。
紫
皇
殿
五
色
A、
忽
然
掣
斷
仔
金
B。
（
貫
休
「
古
意
九
首
」
其
の
八
、
卷
八
二
六
）
詩
中
日
=酒
中
仙
、
C地
雄
飛
上
九
天
。
身
謫
蓬
棲
金
D外
、
寶
裝
方
丈
玉
堂
。
靴
醉
索
將
軍
用
、
鴻
筆
悲
無
令
子
傳
。
十
字
E
F三

に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
渡
部
）
89
尺
、
只
應
吟
客
弔
秋
。（
殷
文
圭
「
經
李
翰
林
」、
卷
七
〇
七
）
雖
稱
李
太
白
、
知
是
星
。
御
宴
千
鍾
飮
、
蕃
書
一
筆
。
宜
哉
杜
工
部
、
不
錯
騎
鯨
。
（
貫
休
「
觀
李
翰
林
眞
二
首
」
其
一
、
卷
八
二
九
）
裕
桃
。
吟
狂
鬼
	走
、
酒
惕
天
地

。
芻
生
階
除
、
漓
之
束

束
。
（
貫
休
「
書
陳
處
士
屋
壁
二
首
」
其
二
、
卷
八
二
七
）
我
愛
李
峨
嵋
、


不
見
。
忽
聞
上
騎
鶴
人
、
雲
白
正
陪
王
母
宴
。
須
臾
不
醉
下
碧
、
辧
頭
浪
鞭
赤
魚
。
…
…
雲
舊
李
白
、
憔
悴
爲
酒
客
。
…
…
爾
當
三
萬
六
千
日
、
訪
我
蓬
棲
山
。
高
聲
李
白
、
爲
爾
開
玄
關
。
天
明
覺
白
亦
去
、
兀
兀
此
身
天
地
。
（
張
跫
「
李
白
」（『

詩
補
』
卷
十
一
）
夜
歸
未
老
，
醉
死
此
江
邊
。
闕
官
家
禮
，
詩
殘
樂
府
篇
。
魂
應
到
蜀
，
小
碣
豈
旌
賢
。
身
沒
何
罪
，

野
火
燃
。
（
項
斯
「
經
李
白
」、
卷
五
五
四
）
謫
下
三
列
八
仙
、

羹
鼎
侍
龍
顏
。
吟
開
闥
窺
天
、
醉
臥
金
鑾
待
詔
 。
舊
隱
不
歸
劉
備
國
、
!魂
長
寄
謝
公
山
。

"
#
$
應
飛
去
、
散
入
%雲
瑞
日
。
（
徐
盥
「
李
翰
林
」、
卷
七
〇
八
）
特
に
、
貫
休
「
觀
李
翰
林
眞
二
首
」
其
一
で
は
、
「
宜
哉
杜
工
部
、
不
錯
騎
鯨
」
と
あ
り
、
北
宋
期
よ
り
&ん
に
詠
じ
ら
れ
始
め
る
「
李
白
が
鯨
の
背
に
乘
っ
て
天
に
昇
っ
た
」
と
い
う
傳
'に
も
つ
な
が
る
記
(で
あ
り
、
)目
さ
れ
る
。
（
12）
同
樣
の
作
品
に
、
許
彬
「
經
李
翰
林
廬
山
屏
風
疊
*居
」
が
あ
る
。
放
逐
非
多
罪
、
江
湖
偶
不
迴
。
深
居
應
有
謂
、
濟
代
豈
無
才
。
疊
+
,舒
障
、
-川
暗
動
雷
。
誰
能
續
高
興
、
醉
死
一
千
杯
。
（『

詩
』
卷
六
七
八
）
（
13）
皮
日
休
「
魯
.昨
以
五
百
言
見
貽
、
/有
襃
美
。
坪
揣
庸
陋
、
彌
0
愧
悚
。
因
一
千
言
、
上
(吾
文
物
之
&、
1敘
相
得
之
歡
、
亦
2
和
之
3旨
也
」
（
『

詩
』
卷
六
〇
九
）
に
、
「
射
洪
陳
子
昂
、
其
聲
亦
喧
窗
。
惜
哉
不
得
時
、
將
奮
拘
攣
。
玉
壘
李
太
白
、
銅
堤
孟
4然
。
李
寬
5堪
輿
、
孟
澹
擬
糘
漣
。
埋
骨
采
石
壙
、
留
	鹿
門
桴
。
俾
其
羇
!死
、
實
覺
天
地
孱
。
猗
與
子
美
思
、
不
盡
如
轉
蝴
。
縱
爲
三
十
車
、
一
字
不
可
捐
。
6作
風
7
8、
9司
歌
詠
權
。
誰
知
耒
陽
土
、
埋
卻
眞
	仙
。
當
於
李
杜
際
、
名
輩
或
泝
沿
」
と
あ
る
。
直
接
に
李
白
の
不
:
を
詠
じ
て
は
い
な
い
が
、
李
白
と
孟
4然
に
つ
い
て
「
俾
其
羇
!死
」
と
い
う
よ
う
に
、
漂
白
の
末
に
窮
死
し
た
人
生
を
詠
ん
で
い
る
。
李
白
の
超
俗
性
を
詠
じ
る
の
で
は
な
く
、
生
身
の
人
と
し
て
;し
み
な
が
ら
生
き
、
死
ん
で
い
っ
た
李
白
、
と
い
う
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
)目
さ
れ
よ
う
。
（
14）
李
白
の
を
詠
じ
た
作
品
と
し
て
、
項
斯
「
經
李
白
」
（
五
頁
ｃ
參
照
。）
の
他
、
以
下
の
作
品
が
あ
る
。
一
醉
曾
將
萬
事
齊
、
暫
陪
歡
去
便
如
泥
。
仔
<李
白

=路
、
碧
浪
桓
彝
宅
後
溪
。
九
>霜
中
隨
計
吏
、
十
年
江
上
灌
春
畦
。
莫
言
春
盡
不
惆
悵
、
自
有
 眠
到
日
西
。
（
趙
愿
「
下
第
寄
宣
?
@中
A公
」、『

詩
』
卷
五
四
九
）
八
韻
與
五
字
、
障
爲
時
*先
。
幽
魂
應
自
慰
、
李
白
相
B
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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（
鄭
谷
「
弔
水
部
賈
員
外
嵩
」、『

詩
』
卷
六
七
五
）
籠
中
江
禽
、
日
夕
有
歸
心
。
魏
闕
長
謠
久
、
伶
山
獨
深
。
別
時
群
木
、
處
亂
猿
吟
。
李
白

	路
、
溪


入
林
。
（
張
喬
「
弔
	水
部
賈
員
外
」、『

詩
』
卷
六
三
八
）
耒
陽
山
下
傷
工
部
、
采
石
江
邊
弔
翰
林
。
兩
地

各
三
尺
、
欲

開
解
哭
君
心
。
（
杜
荀
鶴
「
哭
陳
陶
」、『

詩
』
卷
六
九
三
）
何
爲
先
生
死
、
先
生
日
新
。
山
明
夜
、
千
古
一
詩
人
。
天
地
空
銷
骨
、
聲
名
不
傍
身
。
誰
移
耒
陽
冢
、
來
此
作
吟
鄰
。
（
杜
荀
鶴
「
經
山
弔
李
翰
林
」、『

詩
』
卷
六
九
一
）
（
15）
『
新
書
』
卷
二
百
二
「
文
藝
」
に
は
「
代
宗
立
、
以
左
拾
召
、
而
白
已
卒
、
年
六
十
餘
。」
と
い
う
記
が
あ
る
。
（
16）
白
居
易
に
は
他
に
も
こ
の
よ
う
な
李
白
を
詠
じ
た
作
品
が
あ
り
、
「
與
元
九
書
」
で
は
、「
李
白
、
孟
然
渦
、
不
一
命
、
窮
悴
嶮
身
」
と
い
う
よ
う
に
、
く
官
職
を
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
李
白
の
不
に
言
し
、
ま
た
、「
讀
李
杜
詩
集
因
題
卷
後
」（『
白
居
易
箋
校
』
卷
十
五
）
で
は
「
翰
林
江
左
日
、
員
外
劍
南
時
。
不
得
高
官
職
、
仍
逢
亂
離
」、
「
江
樓
夜
吟
元
九
律
詩
三
十
韻
」
で
は
「
歎
陳
夫
子
、
常
嗟
李
謫
仙
。
名
高
折
人
、
思
減
天
年
。
不
得
當
時
、
空
令
後
代
憐
」
（
卷
十
七
）
と
、
不
に
わ
っ
た
人
生
を
詠
じ
て
い
る
。
（
17）

詩
歌
に
二
首
以
上
詠
じ
ら
れ
て
い
る
詩
人
を
げ
る
。
（
）

は
作
品
數
。
李
白
（
二
十
八
）
杜
甫
（
二
十
一
）
賈
島
（
十
八
）
孟
然
（
十
）
白
居
易
（
五
）
王
維
（
四
）
李
賀
（
三
）
孟
郊
（
三
）
張
九
齡
（
二
）
陳
子
昂
（
二
）。
（
18）
王
維
と
繪
畫
に
關
す
る
作
品
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
閉
門
同
隱
士
、
不
出
動
經
時
。
靜
堋
王
維
畫
、
閑
駲
胤
棋
。
泉
當
薩
、
殘
下
窗
遲
。
卻
想
從
來
意
、
无
亦
自
嗤
。
（
韋
莊
「
和
友
人
」、『

詩
』
卷
六
九
六
）
一
從
天
寶
王
維
死
、
于
今
始
修
夫
子
。
能
向
鮫
膀
四
幅
中
、
丹

暗
與
春
爭
工
。
勾
芒
 見
應
羞
!、
暈
綠
堡
紅
漸
分
別
。
堪
憐
"筆
似
東
風
、
一
銀
一
枝
隨
手
發
。
（
裴
諧
「
觀
修
處
士
畫
桃
#圖
歌
」、『

詩
』
卷
七
一
五
）
南
歸
乘
客
櫂
、
路
$崎
嶇
。
江
上
經
時
%、
船
中
聽
鷓
鴣
。
春
容
含
巉
岫
、
雨
氣
泛
&蕪
。
日
停
舟
'、
王
維
未
有
圖
。
（
齊
己
「
南
歸
舟
中
二
首
」
其
二
、『

詩
』
卷
八
三
八
）

詩
人
が
詩
に
王
維
を
詠
じ
る
と
き
、
詩
人
と
し
て
で
は
な
く
、
畫
家
と
し
て
よ
り
重
(し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

期
に
お
け
る
王
維
受
容
の
一
端
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。
（
19）
『
)代
詩
話
』（
何
文
煥
輯
中
*書
局
一
九
八
一
年
）
參
照
。
（
20）
「
吾
愛
白
樂
天
、
+才
生
自
然
。
誰
謂
辭
翰
,、
乃
是
經
綸
賢
。
文
才
-從
.凩
詩
、
作
得
典
誥
篇
。
立
身
百
行
足
、
爲
文
六
藝
」
（
皮
日
休
「
七
愛
詩
・
白
太
傅
」）
な
ど
。
（
21）

、
五
代
の
詩
人
に
關
し
て
は
、
劉
/『
宋
之
際
詩
歌
演
變
0
究
―
以
元
白
之
元
和
體
1創
作
影
2爲
中
心
』
（
北
京
師
範
大
學
出
版
3
二
〇
〇
二
年
）
第
三
章
「
末
五
代
詩
人
群
體
」
に
詳
細
な
考
證
が
あ
る
。

に
お
け
る
李
白
受
容
に
つ
い
て
（
渡
部
）
91
（
22）

詩
歌
で
は
、
特
定
の
詩
人
の
別
集
を
讀
む
（
貫
休
「
讀
杜
工
部
集
二
首
」
な
ど
）
、
居
や

を
り
ぎ
る
、
特
定
の
人
物
を
弔
う
（
殷
文
圭
「
經
李
翰
林
」
な
ど
）、
と
い
う
詩
題
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
詠
じ
た
の
は
	に
、
本
文
に

げ
た

後
期
の
詩
人
た
ち
で
あ
る
。
當
時
、
ゆ
る
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
さ
れ
、
共
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
詩
歌
が
競
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
十
九

書
で
は
、
彼
ら
を
そ
の
境
か
ら
「
素
詩
人
」
、
「
隱
詩
人
」「
干
詩
人
」
に
分
し
、
各
詩
人
群
が
、
詩
作
を
じ
て
相
互
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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